
�本誌は腎臓・透析・移植および看護・テクニックな
どに関連する原稿で，他誌に発表されていないもの
を掲載します。
�原稿の採否は編集委員会におまかせ下さい。また編
集方針に従って原稿の加筆，削除などをお願いする
ことがあります。
�表題には英文のタイトルを，著者名（共著の場合は
代表者）にはローマ字をおつけ下さい。また 3 語以
内の key words（和洋語にかかわらず）を必ずおつけ
下さい。
�著者校正は原則として 1 度行います。共著の場合は
校正者を指定して下さい。
�原稿送付の際，図・表も含め原稿のコピーを 1 通
（写真は 2 組）同封して下さい。
�原稿枚数について
　研　　　究　15 枚以内，図・表 6 点以内
　症　　　例　10 枚以内，図・表 5 点以内
　看　　　護　 6 枚以内，図・表 2 点以内
　テクニック　10 枚以内，図・表 5 点以内
　速　　　報　 3 枚以内
　質　　　問　 1 枚以内
　・上記原稿枚数は文献を含んだ枚数です．図，写真，
表が多い場合は原稿枚数を減らして調整して下さ
い。

�掲載料について
　研究は刷上り 3 ページまでは無料ですが，4 ページ
以上は実費を申し受けます。
　症例，看護，テクニックは刷上り 2 ページまでは無
料ですが 3 ページ以上は実費を申し受けます。

�図，写真，表について
　　1 ．図，表（写真の表題含む）は，可能な限り日本

語で表現して下さい。
　　2 ．図，写真，表は本文中に貼り付けないで，必ず 

1 枚ずつ B5 判大別紙に貼り付けて下さい。
　　3 ．図は墨または黒インクで清書したもの，あるい

はキャビネ大の紙焼き写真でそのまま製版でき
る鮮明なものを添付して下さい。手直しが必要
と判断された場合は実費を申し受けます。

　　4 ．写真については手札以上の鮮明なものをお願い
します。また写真も図として番号を付けて下さ
い。

　　5 ．原色印刷をご希望の場合は実費をいただきま
す。

�文献について
　　1 ．文献は主要なもののみ 20 点以内に限ります。

　　2 ．著者 4 名以上の場合は“…，他”“…，et al”と
して下さい。

　　3 ．誌名を略記する場合，本邦のものは日本医学図
書館協会編；日本医学雑誌略名表により，外国
のものは Index Medicus 所載のものに従って下
さい。

　〔例〕
　雑誌の場合
　高橋　進，矢内　充：CAPD，CAVH. 腎と透析 34：

893－897，1993
　Noma A：ATP－regulated K＋ channels in cardiac 

muscle. Nature 305：147－148, 1993
　書籍の場台
　高橋公太：腎移植患者と感染．化学療法と腎臓，上田　
泰・斉藤　篤編，pp　127－147，東京医学社，東京，1992 
Reidenberg MC：Renal function and drug action. p　
61, WB Saunders, Philadelphia, 1971

�執筆について
　　1 ．原稿用紙は 400 字詰横書を使用して下さい。
　　2 ．楷書，新かなづかいで句読点を正確に付けて下

さい。
　　3 ．外国語・外国人名・地名・薬品名は原語のまま用

い，タイプまたは活字体でお願いします。一般
に日本語化しているものは片かなにして下さ
い。

　　4 ．度量衡の単位は mm，cm，mL，dL，L，μg，
mg，g，kg，N／10 などと記して下さい。

　　5 ．論文中たびたび繰り返される語は略語を用いて
結構ですが，初出の際は正式の語を用いて“以
下…と略す”と断って下さい。

　　6 ．ワードプロセッサーによる原稿は，20 字×20 
行に印字して下さい。

�器械・薬剤論文につきましては特別有料掲載制度を
ご利用下さい。なお原稿枚数等は一般投稿に準じま
す。

�別刷について
　　1 ．掲載論文には別刷 30 部および掲載誌 1 部を無

料進呈いたします。
　　2 ．それ以上の別刷をご入用の場合は，50 部単位で

実費にて作製いたします。
�原稿送付先
　簡易書留便でお送り下さい。
　〒113－0033 東京都文京区本郷 3 丁目 35 番 4 号
　　　　（株）東京医学社「腎と透析」編集部
　　　　　 　TEL（03）3811－4119（代表）

「腎と透析」投稿規定


